
平成30年6月25日(月曜日）

研究講義棟100教室

平成30年度大学の世界展開力強化事業

日本と中南米が取り組む地球的課題を解決する
文理協働型人材養成プログラム (La-CEP)

中期型 地域理解プログラム説明会



対象派遣先大学および派遣人数

1. メキシコ国立自治大学： メキシコ

2. エアフィット大学： コロンビア

3. 国立ラプラタ大学： アルゼンチン

4. リオデジャネイロ州立大学： ブラジル

※ リオは9月10日新学期開始

5. パラナー連邦大学： ブラジル

6. カンピナス州立大学： ブラジル

・・・1名

・・・2名

・・・2名

・・・3名

・・・4名

・・・3名
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事業の概要
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事業の目的

1. 中南米諸国で取り組むべき地球規模の課題
（環境、資源エネルギー、食料、社会、経済開発など）を解決する
ために、東京外国語大学、東京農工大学、電
気通信大学の3大学が連携して実践型グロー
バル人材を養成する。

2. 3大学の強みを結集し、本プログラムを通して
中南米諸国の社会経済の発展に貢献する。
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養成する人材像

•文化・言語・リベラルアーツおよび実践的な科学技術
の知識を有し、国際的な視点で現地が直面する課題
を解決する能力を備える人材

•中南米諸国の課題を把握した上で、解決のための
チームを編成、マネージメントできる能力を持つ人材
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参加するメリット

1. 往復渡航費補助（1年間有効）・・・協定校ごとに枠あり
※メキシコ国立自治大学は渡航費なし、エアフィット大は渡航費1名のみ、

リオ州立大も1名のみ、パラナー連邦大は3名。

2. JASSO奨学金6万円支給・・・総計15名

→ 成績・収入要件あり

3. 中南米事務室、コーディネーターによる手厚いサポート

4. 計画的で充実した留学経験

5. インターンシップ先の斡旋
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参加要件

•派遣時、3年次以上で、地域言語Aスペイン語または
ポルトガル語履修中の学生

•事前研修、事後研修、現地インターンシップ等すべて
に参加できること

•交換留学で求められている書類に加え、本プログラ
ムで求められている書類をすべて提出できること

•本プログラム参加後、中南米の大学から本学に留学
をする学生のバディとして活躍できること
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プログラムの概要 ①
中期型 地域理解プログラム

事前教育

• 中南米諸国の文化・社会経済、語学研修

• 科学リテラシー、危機管理等

• 3大学事前協働セミナーの実施
→各課題ごとに3大学でユニット（トリプレット）を構成

留学

プログラム

• 実践的な現地研修（課題調査等とトリプレットによる現地相互報告会の実施な
ど）

• 連携先大学における専門分野での学習

• 現地インターシップ・プログラムの実施（2週間～）

事後教育

• 3大学合同の留学成果報告会への参加、発表

• DELEおよびCELPE-Bras受験、語学上達度の測定
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派遣前の事前教育

☆ 1週間程度（1月下旬予定）

■危機管理セミナー

■ 3大学協働ワークショップ
→課題解決型ワークショップ

異分野学生間の交流

中南米諸国の課題を共有

■科学リテラシー

■受入中の留学生との交流会

【内容】
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※リオ州立大夏派遣学生は

7月24日（火）から7月31日（火）まで



夏派遣事前教育スケジュール
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日付
曜
日

3大学合同
教室 備考

17：40-19：10

2018/7/24 火 中南米の社会・経済 322 農工大（山田先生）

2018/7/25 水 スペイン語/ポルトガル語 322
留学生交流会【受入学生からの自国・自大学紹介、
交流会】

2018/7/26 木 課題解決授業 316 東外大（田島先生）

2018/7/27 金 課題解決授業 316 東外大（田島先生）

2018/7/28 土 休日

2018/7/29 日 休日

2018/7/30 月 危機管理セミナー 322 1) 概要説明 2) 帰国学生体験談 3) 理解度テスト

2018/7/31 火 科学リテラシー 322 電通大（前佛先生、山口先生）



実践的な現地研修について

• 「3大学事前協働セミナー」で各課題ごとに
トリプレットを構成、課題の設定と課題解
決に向けた取り組みの策定

留学前

• コースワーク、計画した実践活動を行う
（例：インタビュー、フィールドワーク等）留学中

• 3大学合同の帰国報告会で成果報告

• 報告書を作成し、教員の指導・確認を得る

• DELEを受験し、語学の上達度を測定
留学後
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プログラムの概要 ②
単位互換留学の履修要件について①

☆履修要件

交流協定校にて以下の単位数以上を履修すること

-半期留学 4単位以上

- 1年留学 5単位以上

☆単位の認定基準

*本学で認定を希望する科目が「言語科目」

→留学先大学の科目の履修時間が：30時間以上＝1単位

*本学で認定を希望する科目が「言語科目以外」

→留学先大学の科目の履修時間が：30時間以上＝2単位
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プログラムの概要 ②
単位互換留学の履修要件について②

☆スタディ・プラン（履修計画)の提出

・留学前に履修希望の科目の計画
・コーディネーターにスタディ・プランの提出

履修計画の提出
（留学前）

・留学先にて希望科目を履修し、受講

・スタディ・プランに留学先担当者のサイン
を得ること

留学中

・スタディ・プラン（原本）をコーディネー
ターに提出すること

履修科目表の提出
（留学後）
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プログラムの概要 ③
インターシップ・プログラムについて

☆インターシップ実施期間：2週間（または計10日）～

☆インターシップ先：現地日系企業、現地企業、NGO、所属大学

付属機関など

☆無給。「基本的に」宿泊費、交通費、食費等は自己負担

【昨年度派遣学生例】

国名 大学名 性別 インターン実施期間 インターン実施先

アルゼンチン 国立ラプラタ大学 男性 2017年7月～12月 ラプラタ日系人協会、大学内資料室、日本語クラス

アルゼンチン 国立ラプラタ大学 女性 2017年7月～12月 ラプラタ日系人協会、大学内資料室

ブラジル カンピナス州立大学 女性 2017年9月～11月 大学内 Laboratório de Acessibilidade

ブラジル リオデジャネイロ州立大学 男性 2017年11月7日～11月30日 読売新聞リオ支局

ブラジル パラナ連邦大学 男性 2017年12月11日～12月23日 イグアスコーヒー

ブラジル パラナ連邦大学 女性 2017年12月4日～12月15日 ブラジルニチレイ（ペルナンブコ州）

メキシコ メキシコ国立自治大学 男性 2017年5月～10月 PinBoxGroup (メキシコへ日本の情報発信、日本イベント開催)

メキシコ メキシコ国立自治大学 女性 2017年3月～7月 Ja Ja Japón en México（日本紹介の団体） 14



応募について（リオ州立大夏派遣、パラナー、
カンピナス冬派遣）

1. 派遣留学志願書・留学志望動機および留学計画書 （大学HP「留学」よりダウンロード）

2. レポート（留学で深めたいと思う研究テーマについて2000字程度）

3. 成績証明書

※「留学計画書」と「レポート」の内容が重複する場合は、「留学計画書」の記述は必要なし

提出期限：7月3日（火）16時半まで
提出先：留学生課/世界展開力事務室

7月6日（金）昼休みに面接（※詳細は7月4日（水）にメールで連絡）

選考結果は7月第2週に留学生課の掲示板に掲示 15

「成績証明書」のみ留学生課窓口に提出、残りはメール添付で

tufs-tenkai-coordinator@tufs.ac.jp

まで送信（写真はJPG形式、別ファイルで添付またはワードファイルに貼付

①提出書類

②派遣1ヶ月前の提出書類：通常派遣留学と同様



応募について（メキシコ国立自治大、エアフィッ
ト、ラプラタ冬派遣）

※留学先の国が抱える社会問題についてどのように考えているか、

留学成果を帰国後にどう活かすか、等についても記載してください。

提出期限：8月3日（金）16時半まで
提出先：留学生課/世界展開力事務室

選考結果は8月中に留学生課の掲示板に掲示
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1. 派遣留学志願書・留学志望動機および留学計画書 （大学HP「留学」よりダウンロード）

2. 成績証明書

「成績証明書」のみ留学生課窓口に提出、残りはメール添付で

tufs-tenkai-coordinator@tufs.ac.jp

まで送信（写真はJPG形式、別ファイルで添付またはワードファイルに貼付

①提出書類

②派遣1ヶ月前の提出書類：通常派遣留学と同様



大学ホームページ「留学」 http://www.tufs.ac.jp/student/
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大学ホームページ
「在学生の方へ→留学案内 →派遣留学 →必要書類」
http://www.tufs.ac.jp/student/studyabroad/haken/dispatch.html
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それ以外の大学の応募について

グアナフアト大学はすでに今年度の派遣者決

定。来年度留学希望者は、来年の「お知らせ」

等に注意して確認してください。
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問い合わせ先

•交換留学に関すること

留学生交流係

email:  short_exchange@tufs.ac.jp

Phone:042-330-5182

•世界展開力強化事業（中南米）プログラムに関すること

世界展開力強化事業（中南米）La-CEPコーディネーター

email： tufs-tenkai-coordinator@tufs.ac.jp

Phone:042-330-5743
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